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「中国の磁器の起源」／『出光美術館紀要』5、1999年、単著。
「宋代の白磁の位置づけ」／『宋磁展』、朝日新聞社、1999年、単著。
「揚州―薩摩拉―試論晩唐的顔色釉陶器、青花瓷器―」／『古陶磁科学技術4』、上海科学技術文献出版社（上
海）、1999年、単著。

「二つの陶製家形器」／『東洋陶磁』vol.14、1984-1986年、単著。
「台北・鴻禧美術館＜明初官窯陶磁展＞」／『東洋陶磁』vol.16、1996-1997年、単著。
「遼上京府林東址の再検討」／『出光美術館紀要』6、2000年、単著。
‘The Development of the precursor of the Porcelain and the Rise of Celadon:A Re-examination of the 

Problems Concerning the Dating and Areas of the Production’／The Oriental Ceramic Society（イギリ
ス東洋陶磁学会誌Vol.64　1999-2000）、2000年、単著。

「青花磁器の誕生と模倣」／『シルクロード研究叢書』4、シルクロード研究センター、2001年、単著。
「中世東アジアの陶磁交易―12～16世紀の中国、日本、韓国」／『遼寧省　京畿道・神奈川県の文物展』、2001
年、単著。

「イズニク陶器にみる中国陶磁の影響」／『魅惑のトルコ陶器展』、岡山オリエント美術館、2002年、単著。
「アル＝フスタート遺跡出土の晩唐～五代の陶磁をめぐって」／『田辺昭三先生古稀記念論文集』、2002年、単著。
「中国の鉛釉陶器の諸問題」／『東洋陶磁学会三十周年記念　東洋陶磁―その研究の現在―』、東洋陶磁学会、
2002年、単著。

「小山冨士夫の挑戦・中国陶磁学への道」／『陶の詩人　小山冨士夫の眼と技』、朝日新聞社、2003年、単著。
「カラホト城は交易都市か」／『カラホト2000年史』、昭和堂、2007年

【調査】

「福岡県沖ノ島祭祀遺跡」／1970-1973年。
「韓国・ソウル市韓国中央博物館蔵高麗古墳出土中国陶磁」／1986年。
「トルコ・イスタンブール市トプカプ宮殿博物館所蔵中国陶磁」／1991年。
「ドイツ・ベルリン市国立東洋博物館蔵のイラク・サマッラ遺跡出土陶磁」／1993年。
「中国江西省景徳鎮御器厰址」／1994年、2007年。
「スイス・ジュネーブ市バウアーコレクション」／1995年。
「中国河北省定州市静志寺塔基埋納文物」／1996年。
「エジプト・カイロ市フスタート遺跡出土中国陶磁」／1997-2001年。
「中国内モンゴル自治区遼代遺跡」／2000年。
「中国寧夏自治区固原唐代墓葬出土文物」／2000年。
「中国・北京市　北京大学サックラー博物館所蔵の中国古窯址出土資料」／1995年。
「中国・北京市　故宮博物院所蔵の元～清朝磁器」／1995年。
「中国江蘇省揚州市　揚州博物館所蔵の揚州唐城出土の陶器」／1996年。
「中国浙江省　越州窯及び南宋官窯」／1999年。
「中国広東省広州市及周辺の窯址」／2001年。
「中国雲南省　古窯址の調査」／1995、96年。
「英国　大英博物館所蔵の中国陶磁」／1992年。
「フランス　パリ市　国立ギメ東洋美術館所蔵の中国美術」／1990年。
「英国　ロンドン市　ディビッド財団中国陶磁」／1999年。
「アメリカ　シアトル市　シアトル美術館の中国美術」／1982年。
「アメリカ　クリーブランド市　クリーブランド美術館所蔵の中国陶磁」／1986年。
「イタリア　ファエンツァ市　ファエンツァ陶磁博物館所蔵のフスタート出土陶磁」／1999年。
「ポルトガル　リスボン市　サントスパレスの中国陶磁」／1995年。
「中国山西省古窯址の調査」／2006年
「中国内モンゴル自治区カラホト城の調査」／2003～2006年
「韓国康津高麗時代古窯址の調査」／2006年
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（1973）

学位

文学修士（九州大学、1973）

所属学会

東洋陶磁学会、日本陶磁協
会、日本考古学協会

専門分野

東洋陶磁史、考古学

【著書】

『宗像・沖ノ島』／吉川弘文館、1976年、共著。
『海の正倉院・宗像・沖ノ島』／平凡社、1979年、単著。
『世界考古学事典』／平凡社、1979年、共著。
『世界陶磁全集10　中国古代』／小学館、1982年、共著。
『中国陶磁通史』（日本語版）／平凡社、1991年、監修。
『平凡社版　中国の陶磁③　三彩』／平凡社、1995年、単著。
『やきものと触れあう＜中国・朝鮮＞』／新潮社、1996年、単著。
『世界美術大全集　東洋編5　五代・北宋・遼・西夏』／小学館、1998年、共編著。
『カラー版　世界やきもの史』／美術出版社、1999年、共著。
『平凡社版　中国の陶磁①　古代の土器』／平凡社、1999年、単著。
『世界美術大全集　東洋編7　元』／小学館、1999年、共著。
シリーズ「遺跡を学ぶ」13『古代祭祀とシルクロードの終着地　沖ノ島』／2005年、
新泉社

NHKブックス『青花の道』／2008年、NHK出版。

【学術論文】

「龍頭」／『国華』1010号、朝日新聞社、1978年、単著。
「青銅盤」／『国華』1018号、朝日新聞社、1978年、単著。
「染付龍文壺」／『国華』1091号、朝日新聞社、1985年、単著。
「陶製明器と滑石製明器」／『三上次男博士喜寿記念論文集・陶磁篇』、平凡社、1985
年、単著。

「色絵魚介文盒」／『国華』1110号、朝日新聞社、1988年、単著。
「青花牡丹唐草文飄形瓶」／『国華』1143号、朝日新聞社、1991年、単著。
「北宋初期の紀年銘をもつ越州窯青磁をめぐって」／『出光美術館紀要』1、1995年、
単著。

「北朝～初唐の陶磁」／『出光美術館紀要』2、1996年、単著。
「揚州―サマラ　晩唐の多彩釉陶磁・白磁青花に関する一考察」／『出光美術館紀要』
3、1997年、単著。

「神体島発掘」①～⑳／『日本美術工芸』548～570、1984-87年。
「闇国陶磁紀行」／『古美術』68、1983年。
「宋・元の陶磁交易」／『古美術』67、1983年。
「中国における鉛釉陶器の発生」／『出光美術館紀要』4、1998年、単著。
「朝鮮の陶磁の美へのめざめ」／『安宅コレクションの至宝』、朝日新聞社、1998年、
単著。

「中国の大皿とモンゴール帝国―大皿は何に使われたか―」／『大皿の時代展』、出光
美術館、1998年、単著。

研究課題1⃝中国陶磁の研究
研究課題2⃝イスラーム世界の中国陶磁＜特にフスタート遺跡に関して＞

弓場　紀知


